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微生物学的定量法を考案し, この方法を用いて, まず海洋細菌のB 12生産性を確認し, 海洋における B 】2生
産菌の分布状態を明らかにした｡
B12生産菌は海水中にはきわめて少ないが, 海底泥土とくにその表層には非常に多く存在し, その数は
103-105/g 湿泥程度であって全従属栄養細菌数の20% 内外であり, 季節による変動はほとんど認められな
い｡ また底泥土中におけるB12生産菌数 ･全従属栄養細菌数はともに底土の有機物含量と密接に相関し,
有機物量の多いところに多い｡
つぎに海底泥土中にはかなり多量にB12が存在すること-100- 1.000FEFEg/g湿泥- を確認し, この量は
B 12生産菌の分布状態､と密換な相関関係を有すること, なおこの B 12は海底土から海水中へ間断なく1.8-＼
6.9J〃g/cm2/hrの割合 ( この値は底土中のBユ2量に支配される) で溶出することなどを明らかにした｡
さらに流入河川においては河川水中にも底土中にも B 12生産菌の数はきわめて少ないことおよび沿岸海




一般菌学的諸性状を詳細に追究し, Pseudomonaslo種, Vibrio12種, Achromobacter13種, Flavoba-
-8171
cterium 12種, Paracolobacterium 2 種に分類した｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
ビタミンB 12 (以下B12と略す) が海洋生物の生育にきわめて重要な意義を有することが明らかにされて




層に含まれる有機物量に相関し, 有機物量が多いほど多いこと, さらに底土の B 12含量は B 12生産菌数に
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